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近年海馬CA1領域での細胞壊死とグルタミ
ン耳漏、脳内アミノ酸の関与が指摘されてい
る。脳内アミノ酸の測定は、脳虚血を知るう
えで非常に有用と思われるが、低体温の脳保護
作用や、高体温負荷による脳細胞障害は、脳内
アミノ酸レベルからは未だ解明されていない。
今回我々は、実験的に低温および高温環境下に
おけるラットの脳内アミノ酸変動を中心に検：平
した。検体の抽出は、紐織の破壊を最小限に抑
さえ、かつ連続的に行う為に、微小透析膜を利
用したマイクロダイアリシス法により行った。
実験方法
健康wistar系雄性ラットを麻酔導入後、海馬（
cal）にマイクロダイアリシスプローブを刺入固
定した。実験：的に高体温を作成する方法は、
heating　lampによる輻射熱で行い、冷却は、表面
冷却法によった。実験群は、G　O：対照で熱負
荷を加えず室温に放置G　1：脳局所温を40℃
まで上昇させ、維持30分後、室温に放置、同様
に、G2、G3、G4は、：脳局所温をそれぞれ
42℃、34℃、30℃まで上昇させ、維持30分後、
室温に放置とした。
結果及び考察
1．34℃、30℃では脳血流量、脳内アミノ酸
共に有意な変化はなかった。2．40℃では脳血
流量、脳内アミノ酸共に上昇した。又、熱負荷
の中止により有意に低下した。3．42℃では脳
血流量、脳内アミノ酸共に上昇した。また熱負
荷を中止しても有意な低下はみられなかった。
4．マイクロダイアリシス法は、連続しそ脳内
アミノ酸を測定する手段として非常に有用であ
ると思われた。
【目的】31P－MRSは、　In　vivoで非侵襲的に生体の
代謝情報を得ることができる。今回我々は、31P－
MRSおよびi231－IMP　SPECTを用いて高血圧性被殻
出血の慢性期における脳循環代謝動態について検
討した。
【対象及び方法】対象は高血圧性被殻出血21例で
年令は44才～75才（平均61．3才）、男女比は男性
12例女性9例であった。また血腫量は平均21．8m2
であった。この全症例に対し123HHP　SPECTを施
行しその時弊前頭葉皮質を中心としたCBFを検討
したところ、early　image，　delayed　imageともに
高集積であった群（A）、early　imageで低集積
であったが良好な再分布を認めた群（B）、共に
低集積であった群（C）の3typeに大別された。
この各々の群について同側前頭葉皮質の31P－MRS
を測定し比較検討した。使用機種はSMT－150（1．5T
shimadzu）で31P－MRS測定用のSurface　coilを
用い、1D－ISIS法にて領域選択を行なった。　Tr＝
2s㏄、　NEX・400－600とし、スライス幅は30－50㎜
とした。
【結果】A群では、PCr／Pi　Ratioは3．16±0．21、
B群では、2．98±0．33であったが、C群において
は1．92±0．31と著しく低値を示した。また、C群
ではATP　peakの低下も認められた。以上よりC群
では高度の循環代謝障害が示唆され、B群では低
灌流ではあるが局所のviabilityもしくは代謝活
性度は、比較的保たれていることが推察された。
【結語】局所のviabilityを検討したところ、
123gHP　SPECTで良好な再分布を示すものは、
31o－MRSではエネルギー代謝は比較的保たれてい
ると考えられ、その高次機能についても良好な予
後が期待できると思われた。
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